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平成 30 年度 長野市立小・中学校における日本語指導の実践と成果について 

                             

１ 長野市における外国籍児童生徒の現状 

(1) 国籍別外国籍児童生徒 

   外国籍児童生徒は、平成 30年５月１日現在、小学校 32 校 113 人、中学校 14 校 51 人、

計 46校 164 人である。 

国籍は７カ国で、国籍別人数は、中国 125 人、韓国４人、フィリピン 13人、タイ６人、

ブラジル８人、ベトナム２人、アメリカ４人で、76.2％が中国籍となっている。 

また、150 人がアジア地域で全体の約 93％である。平成 16年度から、150 人前後で推

移し、平成 29年度には 177 人まで増加したが、平成 30年度はやや減少している。なお、

無国籍児童生徒は２人である。 

 

 (2) 日本語指導の必要な児童生徒 

外国籍児童生徒のうち、日本語指導が必要な児童生徒は小学校 43 人、中学校 21人、計

64 人である。また、日本国籍ではあるが日本語指導が必要な児童生徒は小学校 25 人、中

学校 13 人、計 38 人である。平成 30 年度長野市立小中学校で日本語指導が必要な児童生

徒は全体で 102 人となっている。 

   日本語指導が必要な児童生徒を母語別にみると、６カ国語で、中国語 68人、タガログ

語 16人、タイ語５人、ポルトガル語５人、英語４人、ベトナム語２人、韓国語１人、そ

の他１人で、中国語を除くと少人数多母語化の傾向にある。 

   日本語指導が必要な児童生徒の内、３分の２を占める中国語の母語話者はもとより、  

多様な少人数言語の母語話者の確保が必要となっている。 

 

 

２ 平成 30 年度長野市立小・中学校における日本語指導について 

 (1) 長野市における外国籍等児童生徒の教育支援体制の整備 

   （別紙「長野市外国籍等児童生徒教育支援体制」参照） 

 

(2) 日本語指導教室 

     平成30年度の長野市立小中学校における日本語指導教室設置状況は８校８学級である。 

ア 小学校 ４校４教室  通室対象児童44人 

     ・芹田小15人 ・徳間小11人 ・松ヶ丘小10人 ・篠ノ井西小８人 

  イ 中学校 ４校４教室  通室対象児童29人 

    ・柳町中５人 ・犀陵中10人 ・篠ノ井西中９人 ・裾花小５人 

      

(3) 日本語指導等の支援 

     ア 指導協力者・巡回指導員 

外国籍等児童生徒のうち、日本語指導を必要とする児童生徒が在籍する学校を母語

支援者が巡回訪問して、該当児童生徒の生活言語の習得や生活適応を図るための支援

を行う。 

         ・指導協力者 ２人（中国語２人） 
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       ・巡回指導員 13人（中国語６人、タガログ語３人、ポルトガル語３人、タイ語１

人） 

イ 教育相談・就学相談等 

  ・就学ガイドブック（７か国語に翻訳）の配布 

  ・就学案内（６か国語に翻訳）の配布 

・母語話者による保護者との教育相談  

ウ 日本語指導資料の配布（日本語指導を必要とする児童生徒の在籍校へ） 

エ 短期・長期体験入学児童生徒の受け入れ 

 

３ 長野市日本語指導センター校について 

(1) 趣 旨 

    言葉や文化・習慣の異なる外国籍等児童生徒が、安心して就学できる体制づくりや、一

人ひとりの実情に応じた日本語指導の実践的研究を行うため、日本語指導センター校を指

定する。 

    センター校へは、長野市教育委員会・長野県教育委員会・信州大学教育学部が支援・協

力をする。 

    また、外国籍等児童生徒が在籍する学校は、日本語指導連絡協議会に参加して情報交換

を密にするとともに、センター校の調査研究成果を自校の支援体制づくりや指導導方法の

工夫改善に生かしていく。 

   

(2) 平成30年度日本語指導センター校  

     ・長野市立芹田小学校        ・長野市立徳間小学校 

 

(3) 推進内容（項目） 

  ア 長野市教育委員会 

    (ｱ) 長野市日本語指導センター校の指定 

     (ｲ) 指導協力者、巡回指導員の派遣      

   (ｳ) 「日本語指導運営協議会」の組織・運営 

    (ｴ) 「日本語指導連絡協議会」の企画・推進 

    (ｵ) 指導資料や参考資料整備の支援 

(ｶ) 報告書の作成 

(ｷ) 学校及び関係機関等との連絡・調整 

   イ センター校 

    (ｱ) 外国籍等児童の校内支援体制の整備 

    (ｲ) 「日本語指導運営協議会」の開催 
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    (ｳ) 「日本語指導連絡協議会」の開催 

    (ｴ) 生活言語習得と学習言語習得に係る教材開発及びテキスト作り等の研究（信州大

学教育学部と連携） 

    (ｵ) ＪＳＬカリキュラムの趣旨を生かした指導法の工夫や、開発した教材等を活用し        

た指導法の改善（授業公開・授業研究会の開催） 

    (ｶ) 日本語能力測定方法（ＤＬＡ）の推進 

    (ｷ) 指導資料や参考資料等の整備を行い、市内小・中学校の指導に資する。 

(ｸ) 報告書を作成し、研究の成果や課題等の公表 

(ｹ) 「特別の教育課程」編成に関わる個別の指導計画の作成 

 

ウ 信州大学教育学部 

(ｱ) 「学校内指導支援事業」「学校外指導支援事業」の指導・助言 

(ｲ) 「日本語指導運営協議会」「日本語指導連絡会」の指導・助言 

    (ｳ) センター校と連携し、教材開発及びテキスト作り等の指導・助言 

    (ｴ) 学生ボランティアの派遣等について検討 

  

４ 長野市外国籍等児童生徒教育支援体制について 

(1) 日本語指導運営協議会（平成30年度構成委員23人） 

(ｱ) 外国籍等児童生徒教育支援に関わる市全体の諸問題等を洗い出し、課題解決の方策

を検討する。 

 ・多母語化する児童生徒への適応指導と生活言語の習得・未就学児童生徒への対応・

学齢超過者への学びの支援 

(ｲ) センター校における校内支援体制の整備及び調査研究内容の検討と実践に対する評

価を行う。 

(ｳ) 外国籍等児童生徒が在籍する学校における校内支援体制の構築と、外国籍等児童生

徒の教育支援に係る学校現場の諸問題を洗い出し、解決の方策を協議する。 

(ｴ) 日本語指導連絡協議会（含む指導者研修会）の企画、運営を行う。 

(ｵ) 年間の歩み「とびたとう世界へ」の作成 

(ｶ) 平成30年度は３回の運営協議会を実施 

      ・第１回   ５月11日（木）  ・第２回  ７月27日（木） 

       ・第３回   ３月１日（金）   

       

 (2) 長野市日本語指導連絡協議会 

    センター校における支援体制の整備状況及び調査研究成果を公開することにより、外

国籍等児童生徒が在籍する学校における教育支援の充実に資するとともに、指導教員や
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巡回指導員等の指導力向上を図る。 

(ｱ) 授業公開、授業研究会を開催する。 

    (ｲ) 指導者研修会（講演会）を開催する。 

    (ｳ) 情報交換会を実施する。 

    (ｴ) 平成30年度は４回の連絡協議会を実施 

   （第１回及び第３回は県教委主催の「外国籍等児童生徒指導研修会」と共催） 

    ・第１回  ６月18日（木）  ・第２回  ９月14日（木） 

    ・第３回  11月16日（木）  ・第４回   １月25日（木） 

 

(3) 教育委員会とインバウンド・国際室（国際交流コーナー）との連携 

外国籍等児童生徒教育支援の一層の充実を図るため、「学校内指導支援事業」は教育委

員会が主務となり、「学校外指導支援事業」はインバウンド・国際室が主務となって推進

した。 

 

 (4) 信州大学教育学部との連携・協力 

   外国籍等児童生徒と学生との学習交流会 ８月５日（土）、６日（日） 

 

 (5) 長野県国際化協会等との連携・協力 

ア 地域共生コミュニケーターとの連携  

    イ 進学ガイダンス（主催：各地区進学ガイダンス実行委員会、長野県国際化協会）を 

９月24日（日）に開催 

ウ 日本語学習主任コーディネーターとの連携 

 

５ 実践の成果 

 (1) 平成 30年度の指導協力者・巡回指導員の派遣時間数等 

   平成 30年度は、小学校 12 校、中学校７校に対して、指導協力者・巡回指導員を 3,654

時間派遣した。 

   また、日本語指導を行った児童生徒のうち、10％の児童生徒が支援を必要とせず自立し

た生活を送ることができるようになった。 

 

 (2) 指導協力者・巡回指導員による支援・指導について 

   指導協力者・巡回指導員には、限られた時間の中で児童生徒に寄り添いながら精力的に

指導・支援を行い、各学校から感謝の言葉が多く寄せられた。 

 

 (3) 長野市日本語指導運営協議会について 

   ４回の運営協議会を通して各回の内容の充実と普段の連携の強化により精選に努め、

「外国人児童生徒のためのＪＳＬ対話型アセスメントＤＬＡ」の活用にかかわって理解を

深め、公開授業、実践発表等を通して活用について考えることができた。 
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 (4) 長野市日本語指導連絡協議会について 

   授業参観・授業研究会・講演会・体験発表・情報交換を盛り込み、「外国人児童生徒の

ためのＪＳＬ対話型アセスメントＤＬＡ」の活用にかかわって内容周知に努めるととも

に、研修会や公開授業、実践発表等で理解を深め合うことができた。 
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別紙 長野市外国籍等児童生徒教育支援体制（概略図） 
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